
区分 単位 １単位

科目名 時間数 １５時間

講師名 履修学年 ３年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

6・7 講義

8 試験

使用教科書・教材・参考書

精神看護学Ⅰ　精神保健学  ヌーヴェルヒロカワ

学生のための精神看護学   医学書院　

心を病む人の生活をささえる看護　中央法規

成績評価の方法

筆記試験100%

備考

合同授業で行う

4・5

現代社会における精神保健的問題

①少子高齢化・核家族化・インターネット社会

②危険ドラッグ　③ギャンブル依存症

④周産期のメンタルヘルスケア　⑤自殺　⑥PTSD　⑦宗教　　など

授業内容

専門分野

精神看護学概論Ⅱ

専任教員

心の健康問題を理解し、心の健康の維持増進を図るために必要な援助を知る。

同時に、さまざまな社会における精神保健の必要性を学ぶ。

1.医療の現場における患者と家族の精神保健のあり方を考える。

2.精神保健福祉の歴史と法制度のしくみを学び、現代社会における精神的保健

   問題や影響を考える。

3.さまざまな社会における精神保健について理解する。

4.精神科におけるチーム医療について学ぶ。

講義

精神科チーム医療について

試験（45分）

学習内容

社会における精神保健の考え方

①家族・家庭での問題や考え方　②学校での問題や考え方

③職場での問題や考え方

社会における精神保健の考え方

①保健医療に関する資源の活用と調整　②社会資源の活用

社会における精神保健の考え方

①災害時の活動や援助　②社会復帰・社会参加の基本


